
平
成
二
十
一
年
六
月
二
十
四

日
、
改
正
育
児
・
介
護
休
業
法
が

国
会
で
成
立
し
ま

し
た
。
少
子
化
の

流
れ
を
変
え
、
男

女
と
も
に
子
育
て

や
介
護
を
し
な
が

ら
働
き
続
け
る
こ

と
が
で
き
る
社
会

を
目
指
し
て
、
次

の
よ
う
に
改
正
さ

れ
ま
す
。
ポ
イ
ン

ト
は
次
の
四
点
で

す
。

①
子
育
て
期
間
中

の
働
き
方
の
見
直

し→

短
時
間
勤
務

制
度
（
一
日
六
時

間
）
の
義
務
化
な

ど②
父
親
も
子
育
て

が
で
き
る
働
き
方

の
実
現→

パ
パ
・
マ
マ
育
休
プ
ラ

ス
の
実
施
な
ど

③
仕
事
と
介
護
の
両
立
支
援→

通

院
付
き
添
い
な
ど
に
対
応
す
る
短

期
の
介
護
休
暇
制
度
の
創
設

④
企
業
へ
の
罰
則→

苦
情
処
理
・

紛
争
解
決
の
援
助
及
び
調
停
の
仕

組
み
や
過
料
の
創
設

〜
改
正
の
ポ
イ
ン
ト
１
〜

子
育
て
期
間
中
の
働
き
方
の
見
直

し○
三
歳
ま
で
の
子
を
養
育
す
る
労

働
者
に
つ
い
て
、
短
時
間
勤
務
制

度
（
一
日
六
時
間
）
を
設
け
る
こ

と
を
事
業
者
の
義
務
と
し
、
労
働

者
か
ら
の
請
求
が
あ
っ
た
と
き
の

所
定
外
労
働
の
免
除
を
制
度
化
す

る○
子
ど
も
の
看
護
休
暇
制
度
を
拡

充
す
る
（
小
学
校
就
学
前
の
子
が

一
人
で
あ
れ
ば
年
五
日
（
現
行
と

同
じ
）、
二
人
以
上
で
あ
れ
ば
年

十
日
）

〜
改
正
の
ポ
イ
ン
ト
２
〜

父
親
も
子
育
て
が
で
き
る
働
き
方

の
実
現

○
父
母
が
と
も
に
育
児
休
業
を
取

得
す
る
場
合
、
一
歳
二
か
月
（
現

行
一
歳
）
ま
で
の
間
に
、
一
年
間

育
児
休
業
を
取
得
可
能
と
す
る

（
パ
パ
・
マ
マ
育
休
プ
ラ
ス
）

○
父
親
が
出
産
後
八
週
間
以
内
に

育
児
休
業
を
取
得
し
た
場
合
、
再

度
、
育
児
休
業
を
取
得
可
能
と
す

る○
配
偶
者
が
専
業
主
婦
（
夫
）
で

あ
れ
ば
育
児
休
業
の
取
得
不
可
と

す
る
こ
と
が
で
き
る
制
度
を
廃
止

す
る

〜
改
正
の
ポ
イ
ン
ト
３
〜

仕
事
と
介
護
の
両
立
支
援

○
介
護
の
た
め
の
短
期
の
休
暇
制

度
を
創
設
す
る
（
要
介
護
状
態
の

対
象
家
族
が
一
人
で
あ
れ
ば
五

日
、
二
人
以
上
で
あ
れ
ば
、
年
十

日
）

〜
改
正
の
ポ
イ
ン
ト
４
〜

企
業
へ
の
罰
則

苦
情
処
理
・
紛
争
解
決
の
援
助
及

び
調
停
の
仕
組
み
や
過
料
の
創
設

○
苦
情
処
理
・
紛
争
解
決
の
援
助

及
び
調
停
の
仕
組
み
を
創
設
す
る

○
勧
告
に
従
わ
な
い
場
合
の
公
表

制
度
お
よ
び
報
告
を
求
め
た
場
合

に
報
告
を
せ
ず
、
ま
た
は
虚
偽
の

報
告
を
し
た
者
に
対
す
る
過
料
を

創
設
す
る

　座間市では、様々な分野について意識調査をしてきております。

今回はその一部「男女共同参画について」の調査結果について

記載しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　内閣府の調査では、賛成・反対がほぼ同数でした。賛成・反

対の理由で多かったのは、次の通り。 

〈賛成派〉「子どもの成長にとって良いと思うから」「役割分

担した方が効率が良いと思うから」 

〈反対派〉「男女ともに仕事と家庭に関わる方が、各個人、家

庭にとって良いと思うから」 

　では、座間市の場合をみてみましょう。 

　また、配偶者、恋人などから、身体的・心理的・性的暴力を

受けた経験について聞いています。 

※市民意識調査の詳細結果についてはこちらをご覧下さい 
http://www.city.zama.kanagawa.jp/www/contents/124470495587
1/index.html

平成20年度 
　　座間市民意識調査から 
平成20年度 
　　座間市民意識調査から 

「男は仕事、女は家庭」といった考え方について（回答は１つだけ） 

※「どちらかといえば賛成・反対」を含めた％で示した 
　「全国」は平成21年９月内閣府調査 

 回　答 平成16年 平成20年 全国 

 賛　成 12.9％ 27.2％ 39.6％ 

 反　対 47.0％ 58.0％ 39.7％ 

 どちらともいえない 36.4％ 13.1％ 20.7％ 

「賛成」と回答した理由 

子供を育てるには家庭にいた方が良いから 44.7％ 60.2% 

男女それぞれ生まれつきの特性だから 29.8％ 18.1% 

従来の経験や習慣だから 17.6％ 12.7% 

女性は仕事を持っても不利な条件におかれるから 5.3％ 2.7% 

その他 5.3% 2.1%

理　　由 16年 20年 

「反対」と回答した理由 

従来の経験や習慣では、おしはかれない状況となっているから 36.2% 32.7% 

現在、仕事の面でも活躍している女性が多くなったから 20.9% 26.9% 

生まれつき男女の役割は決められているものではないから 22.0% 23.9% 

仕事を持つことは当たり前のことだから 12.3% 10.3% 

一般に、家事時間が減って自由時間が増えたから 1.8% 3.4% 

その他 3.1% 0.8%

理　　由 16年 20年 

①身体的暴力 

　何度もあった 2.2% 0.9% 3.3% 

　1、2度あった 7.4% 4.7% 9.7% 

　まったくない 82.9% 86.4% 80.2% 

　無回答 7.5% 8.0% 6.8%

女　性 男　性 全　体 

②心理的暴力 

　何度もあった 6.2% 2.7% 9.1% 

　1、2度あった 10.3% 9.1% 11.5% 

　まったくない 76.4% 80.8% 72.9% 

　無回答 7.1% 7.4% 6.5%

女　性 男　性 全　体 

③性的暴力 

　何度もあった 1.9% 0.5% 3.0% 

　1、2度あった 3.4% 0.9% 5.6% 

　まったくない 86.1% 89.8% 83.2% 

　無回答 8.6% 8.7% 8.2%

女　性 男　性 全　体 




